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大阪府高等学校図書館研究会 第一回研究例会

担当 吉田 雄作

研究例会までの経過

今年度（平成２３年度）の総会の時、 「書籍などのデジタル化についての

現状と今後の展望」というテーマで講師 小畑信夫 氏（図書館・メディア研

究所代表）をお招きして、将来の学校図書館におけるデジタル化を考えるとい

う目的で講演会を行った。

○研究例会のテーマ「堺市立図書館の〈電子図書館〉」について

西日本で最初の取り組みで、各種メディアで取り上げられた。新聞では、毎

日（２２．１２．２５）産経（２２．１．１）、朝日ではネットで取り上げて、

テレビでも紹介された。

中央図書館では、２０１１年１月８日から電子書籍の貸出提供サービスを開

始する。（堺市立図書館ホームページから所蔵の電子書籍《１１４７タイトル》

の貸出サービスをはじめる。）

○それまでの経過

２００８年８月堺市立図書館協議会より「これからの図書館サービスの方向

性に関する意見書」の提示があり、その中の「非来館サービスの拡充へ」とい

うことが端緒、２００９年図書館内の検討チームで具体的な事業の検討を行い、

非来館サービスの拡充の具体策としてのあげた事業の中に「Web 図書館整備
事業」があり、取り上げられた。

公共図書館で電子書籍の貸出提供サービスを本格運用しているのは、東京都

千代田区立図書館だけで、まだ普及していない。

中央図書館では、千代田区立図書館のシステムよりもバージョンアップが、

されており利用者の幅も広く活用できる。

千代田区立図書館 千代田区民か区内に在学・勤務していること。

堺市立中央図書館 堺市民、市内に在学・勤務しているか大阪市の市民。

現在では、萩市立図書館の電子書籍の貸出提供サービスや鎌倉市立図書館で

電子書籍のプロジェクトの実証実験が行われている。
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○利用状況

８日～１７日 貸出者数合計 約 ４００人

点数の合計 約１１５０点 予約点数の合計 約 ３００点

１月 ２月 ３月 合計

貸出点数 ２８２９ ９０１ ８２０ ４５５０

貸出人数 ５５５ １５２ １１９ ８２６

予約点数 ３７２ １７７ ８２ ６３１

現在では、毎月３００冊程度。

○目標 利用の拡大について、「図書館が遠い、不便」等の理由で現在利用し

ていない市民のうち、１割程度が利用するようになることが当面の目標です。

○課題

対応環境の拡充すること。

コンテンツ（資料数）の拡充すること。

注意…なかなか増やせない状況

千代田区立図書館 当初３０００→４６００

堺市立中央図書館 増やしていく予定です。

堺市立図書館から

図書館が 電子書籍の貸出提供サービスを行うことが、電子書籍を販売する

上で逆風となると考える出版社が、まだ多いのではないかと思います。本市の

ケースから、「図書館にふさわしい電子書籍とは」ということを、出版社と図

書館で一緒に考えようという機運が、一番望ましい方向だと思っております。

堺市立図書館の電子書籍の貸出提供サービスは、

NEC の総合公共図書館システム※を利用して構築された。従来のソリュー
ションに、電子書籍の検索・予約・貸出・返却に対応する新機能を実装してお

り、千代田区立図書館よりバージョンアップがされている。

電子書籍対応機能は大日本印刷（DNP）などが提供する「電子図書館サービ
ス」との連携で実現し、出版社の書籍コンテンツをデジタル化し、使用許諾の

管理や配信まで一括して提供する。

※ GPRIME図書館ソリューション（情報システム全般）
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１ 図書館のサイトで検索すると、一般書籍と電子書籍の両方が表示される。

堺市内に住んでいる方、堺市内に通勤・通学している方、大阪市内に住んでいる方は貸

出カードをつくることができます。（貸出カードで電子書籍の貸出提供サービス利用可能）

２ 電子書籍の貸出予約ボタン（いろいろな方法が可能）から DNP の運営す
る「電子図書館サービス」に接続し、ID とパスワードを入力してログイ
ンする。
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電子書籍は３冊まで、貸出期間は１４日間です。

（コンテンツは１０００タイトル、２５００冊文です）

３ ログイン後、電子書籍のビューアを PC にダウンロード（初回のみ）し、
借りた書籍を閲覧する。

画面の指示に従って「ビューワ（eBookリーダ）」をダウンロードできます。
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４ 貸出期間中はいつでも閲覧でき、返却期間が過ぎると自動的に閲覧できな

くなります。期限前に返却も可能で、予約が入っていなければ延長もでき

ます。


